
令和７年度仁木町地域おこし協力隊活動報告書

令和７年度における活動内容記入願います。

氏名 松村 孝明 活動年数 2年

活動目標

※活動開始時に設定した目標
１．仁木町の魅力を来日するスペイン語圏の観光客向けを宣伝する
２．ワイナリーにて研修ワインに使うぶどうの種類、特性、栽培方法を学ぶ
３．SNS（インスタグラム）で仁木町の紹介や魅力を発信する
４．町民が国際交流できる機会を作る
５．ボリビアの民族音楽ライブを開催する

活動内容

※500 文字以上

1. ワイナリー研修
本年度はピュールワイナリーに加え、トマップファーム、ノースクリークファー
ム、NIKI ヒルズワイナリーにて研修の機会をいただいた。各ワイナリーごとにぶど
うの栽培方法や管理の仕方に違いがあり、それぞれの考え方や工夫を学ぶことがで
きた。まだ理解が十分とは言えない部分も多いが、実際の現場で経験を重ねること
で、少しずつ知識が深まってきていると感じている。また、研修を通じて生産者の
方々と関わる機会も増え、今後の活動につながる関係づくりの第一歩となった。

2. 多文化共生推進に向けたスポーツ交流の実施
多文化共生のきっかけづくりとして、仁木中学校にてフットサル交流会を月 1回
開催した。町民と外国人技能実習生が一緒に体を動かすことで、言葉に頼らない自然
な交流が生まれたと感じている。回数を重ねる中で、少しずつ顔なじみも増え、最初
よりも打ち解けた雰囲気になってきた。一方で、まだ参加者が限られていることや、
継続的な関わりづくりには課題も感じている。

3. 南米文化交流活動の実施（体験型イベント）
南米文化の紹介として、音楽と食を通じた交流活動に取り組んだ。町民センター交
流ホールにて、みらい塾主催の講座としてボリビア民族音楽グループ「3人アンデ
ス」を招き、演奏会を開催した。普段あまり触れる機会のない音楽に興味を持ってい
ただき、参加者の反応からも関心を感じた。また、食の分野では、マウントニキにて
ボリビアの軽食体験会を行い、フリートスを提供した。食をきっかけに会話が生ま
れ、ボリビアについて紹介する機会にもつながった。異文化を知ってもらうために
は、説明だけでなく実際に体験してもらうことの大切さを感じた。一方で、継続的な
取組にしていく難しさも感じているため、今後は地域の資源と組み合わせながら、無
理のない形で続けていきたい。

4. 多文化共生に関する知識習得と実践



国際交流や多文化共生に関するセミナーに参加し、他地域の取組について学ぶ機
会があった。これを通じて、多文化共生はイベントだけでなく、日常の中での関わり
や支援も大切であると感じた。実際の活動では、外国人の方が参加しやすいように声
のかけ方や雰囲気づくりを意識するなど、小さな工夫を重ねている。まだ試行錯誤の
段階ではあるが、以前よりも自然な交流が生まれてきていると感じている。
今後も学びながら、自分にできることを少しずつ増やし、地域の中で多文化共生がよ
り身近になるよう取り組んでいきたい。

自己評価

●一年間の自己評価及び進捗状況
初年度に比べると、活動の進め方や地域との関わり方について少しずつ理解が深
まり、主体的に動ける場面が増えてきたと感じている。ワイナリー研修や交流活動を
通じて、町内の生産者や町民、外国人住民との関わりが広がり、地域とのつながりを
実感できるようになった。一方で、活動の継続性や発信力、より多くの人を巻き込む
工夫などについては課題も感じている。単発で終わってしまう取組もあり、地域に根
づく形にしていく難しさを実感した一年でもあった。今後は、これまでの経験を活か
しながら、無理のない形で継続できる活動づくりや、より多くの人が関われる仕組み
づくりに取り組んでいきたい。

●活動初年度からの自己評価及び進捗状況
活動開始当初は、地域のことや人との関わり方も分からず、まずは経験することに
精一杯であった。SNSでの情報発信やイベントの実施などにも取り組んだが、発信
の継続や地域とのつながりづくりに課題を感じていた。その後、ワイナリー研修の幅
を広げたり、フットサル交流会を継続して開催したりする中で、少しずつ地域との関
係性が築かれてきたと感じている。また、文化交流イベントにおいても、音楽や食を
通じた体験型の取組を行うことで、自分なりに工夫しながら活動できるようになっ
てきた。まだ十分とは言えない部分も多いが、初年度と比べて「何をすべきか」を考
えながら行動できるようになってきたことは成長の一つだと感じている。今後は、こ
の経験をもとに活動の質を高めていきたい。

抱負

※次年以降又は退任後の抱負をご記入ください。
これまでの活動を通じて、仁木町には魅力的な資源や人とのつながりが多くある
ことを実感した。今後は、ワイナリー研修を継続しながら地域への理解をさらに深め
るとともに、多文化共生や国際交流の取組をより継続的な形で発展させていきたい
と考えている。また、交流イベントについては単発で終わらせるのではなく、地域の
方々や関係者と連携しながら、無理なく続けていける仕組みづくりに取り組んでい
きたい。退任後についても、仁木町に関わり続けながら、これまで築いてきたつなが
りや経験を活かし、地域と外部をつなぐ役割を担っていきたいと考えている。特に、
自身のルーツである海外とのつながりを活かし、仁木町の魅力を発信していくこと
で、地域に新たな価値をもたらせるよう取り組んでいきたい。



その他
※一年間で得た表彰、資格等がありましたらご記入ください。
なし

活動写真

※活動がわかる写真を掲載してください。（複数可）

ワイナリー研修（苗植え、誘引作業、草刈り、芽掻き、釘打ち、収穫、瓶詰め、母校
大学生葡萄収穫体験、枝回収作業等）



フットサル交流会



ボリビア軽食体験会、ボリビア民族音楽ライブ

みらい塾主催イベント


